













































設している．H施設は，H18 年 1 月に開設した介護付有料老人ホームでベッド数は介護個室 50 床，
一般個室 50 床である．1階は事務所．2階・3居室棟の 4階はピンク色．5階は、黄色。6階は、オ
レンジ色．7階は虹色を基本に統一している（写真　1.2）．S施設は，H8年 10 月に開設されT町か














インタビュー調査，2012 年 9 月 15 日．




2）職員について ( ユニホームの色，利用者の反応，ケアに対する心構え )．
3）職員の属性 ( 性別，年齢，職種，勤務年数 )．
4)　自由記述．
















































































































































































　表Ⅳ -9 より H施設内での雰囲気が良い場所は，7階，6階，5階，1階，4階の順であり，その理
由として 7，6，5階に関しては色彩が第 1位を占めている．　





































1 7 階 (36.7) 色彩 (70.0) 広さ (20.0) 家具 (10.0)
2 6 階 (33.3) 色彩 (50.0) 季節感(30.0) 雰囲気(20.0)
3 5 階 (23.3) 色彩 (70.0)
採光 (15.0)
家具 (15.0)
4 1 階 (6.7)	
季節感(50.0)
雰囲気(50.0)
5 4 階 (0.0)	
色彩が及ぼす介護者への影響
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1 5 階 (31.5) 色彩 (50.0) 慣れ (37.5) 空間 (12.5)
2 6 階 (28.1) 色彩 (55.6) 慣れ (33.3) 空間 (11.1)
3 7 階 (21.8) 色彩 (83.3) 空間 (16.7)





　表Ⅳ -11 より S施設内 ( デイルーム ) での雰囲気が良い場所は，フロア，ソファーのある窓辺，ト
イレ，事務所前，カラオケ室の順であり，その理由としてフロア，トイレ，事務所前関しては色彩
が第 1位を占めている．　














色彩 (75.0) 広さ (12.5)
採光 (12.5)







5 カラオケ室 (5.3) 広さ (100.0)
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1 フロア (57.9) 色彩 (75.0) 広さ (12.5)




4 カラオケ室 (5.3) 色彩 (100.0)
3．まとめ
　本研究では，色彩を調整し，人の五感（視覚）にアプローチをすることにより住環境や職場環境
など，様々な環境の色彩計画において，人間がより「快適」に，効率的に安全、安心に活動出来る
ことを論じてきた．このことは，荒木によると「壁紙を中間色や照明を LED（発光ダイオード照明）
に使用し，午前と午後で照明の色の変化によって，企業では会議室、事務所などで『ヒューマンエラー
防止』に繋がり，会議等では積極的に意見が述べられる」（荒木　2011）	の研究結果からも実証され
ている．
　また，病院等での応用は，入院患者の食事時に照明をオレンジ系の暖色に変化させるだけでも，
食事が美味しく感じることも挙げられている．各施設の建設時でも専門のカラーコーディネーター
からの助言からも当然の結果だとはいえるが，そこに勤務している職員に対しての実証はなかった．
しかし，この調査結果からもわかるように職員は，勤務場所により“雰囲気の良い場所”や“落ち
着ける場所”“ケアに対する姿勢”などにも影響があることが解った．
　更に，ユニホームの色が暖色系であるにもかかわらず，介護者の好みの色が暖色系であると介ケ
アに対する姿勢に対して変化があったこともわかった．これには，暖色系には，身体を興奮する性
質があり，高木は，「被服行動には、①自分自身を確認し、強め、あるいは変えるという「自己の確認・
強化・変革」機能、②他者に何かを伝えるという「情報伝達」機能、③他者との行為のやりとりを
規定するという「社会的相互作用の促進・抑制」機能の 3	つの社会・心理的機能があると指摘」（高
木　1996）していることからも理解できる．
　２施設を比較してみると職員のケアに対する姿勢も差異があり，就職時や職場での色彩に対する
導入の方法でも差異があるのかもしれない．
　よって，人（学生）が職員や利用者とのコミュニケーションを図る際の，一要因として暖色系を
着衣するとスムーズになることが予測され，実習時のユニホーム（ポロシャツ，ズボン，エプロン
など）も暖色系を選択するほうがよいといえる．しかし，就職時の面接，実習オリエンテーション
などでは視覚言語を考慮しスーツが良いのはいうまでもない．
今後の課題
　今回は，基本色彩にのみ視点をおき研究を進めてきた．しかし，対象実数が少なく今後検討のよ
ちがある．また，色彩研究は人間の皮膚，眼球，頭皮，爪の色により着衣する服の色，布地などに
も影響があり，色の濃淡は人の感じ方にも差異が生じる．勤務する環境整備も日本文化なども考慮
する必要がある．
色彩が及ぼす介護者への影響
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　今後は，介護者，利用者の立場からと学生のコミュニケーション能力向上を基本に色彩に関する
研究をすすめたい．
資料
	
　　　　　写 -1　H施設　各フロア　　　　　　　　　　　写 -2　H施設　各トイレ
	
　　　　　写 -3　H施設　緑の植物　　　　　　　　　　　写 -4　S施設　事務所前
	
　　　　　　　　　　　　　　　　写 -5　S施設事務所前
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